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地域の ながりづくり 入居者の ながりづくり

・釜ヶ崎におけるＮＰＯや市民活動を土台にした、
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②紹介者と居住者 管理者が参加するアソシエ
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密集市街地における「まちづくりエンアパートメント」

■所在地■所在地

名称：アイビスコート

大阪市西成区南開1-6-10

■敷地面積

563.14 ㎡

大阪市西成区南開1-6-10

■敷地面積

563.14 ㎡563.14 ㎡

■建築面積

312.57 ㎡（建蔽率： 55.50 ％）

■専用床面積

563.14 ㎡

■建築面積

312.57 ㎡（建蔽率： 55.50 ％）

■専用床面積■専用床面積

1811.47 ㎡（容積率： 291.25 ㎡ ）

■構造・階数

■専用床面積

1811.47 ㎡（容積率： 291.25 ㎡ ）

■構造・階数

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造、地上8階建て

■戸数

28戸

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造、地上8階建て

■戸数

28戸

■駐車台数

1台

■駐輪台数

■駐車台数

1台

■駐輪台数■駐輪台数

25台

■駐輪台数

25台



地域の課題から見た事業コンセプト

●実態・課題

①不良住宅問題

②高齢化問題

③貧困問題

④孤立問題

●事業計画への反映

①良質な住まい

②介護等、安心して住ま
える住宅の提供

③低家賃住宅の整備

④居場所のある住まい

(役割や所属)



 

住民参加（出資）
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都市課題が集積した密集市街地で
まちづくり資源をつなげて高齢者の
居住安定を図る

まちづくりエンアパートメント

①住まいは福祉の基本
ホームレス問題と近接してきた私たちが実感する「住まいは福祉

の基本」という視点を再確認し、民間でもない公営でもない、新

たな「地域共益住宅」を構想し、人々がエンパワーメントされる

住まいづくりをめざします。

②安心住宅はユニバーサルデザイン
これまでの高齢者住宅は特別な存在であったが、これからの

超高齢化社会のなかでは、福祉的配慮が備わった住まいはあ

たり前として捉え、社会基盤（インフラ）として考えます。

③つながりが持てる住まいづくり
人は一人では生きていけません。単身者の多住する西成で、

都市が喪失しかけている豊かなつながりとコミュニティの復

権と再生へ向け、助け合える、支え合える、高め合える住ま

いづくりをめざします。

⑤安心の生活サポートがある住まい
高齢化によって健康・介護・生活などさまざまな不安が増えて

いきます。また、単身になりいざと言う時の安全確保には相応

の準備が必要です。生活の基本のところで不安を感じない、そ

んなセーフティネットを張りめぐらせます。

④居場所や役割のある暮らし
住まいは、くつろぎ、癒しなど大切な生活空間でありますが、

それらに加え高齢化や単身化により喪失しがちな居場所や役

割が実感できる場が求められています。それが「しごと」と

「あそび」の提案につながりました。

■基本理念
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